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エクアドノレ通信

②

番場撮爽

5エクアドル園立地質調査所における技術協力

(1)相互講義

こちらは土曜日曜が休日であるのでこれを利用し

て1泊旅行を4回ほど試みた.これはアンデス山脈の

断面作成の予備調査をかねたもので露岩の状態をみた

り宿舎の状態をみて回ったわけであるカミいつもエレ

ラがついてくれたのでおおいに助かった.その結果

道路は幅も広く{側はほとんど連続して露岩があり

仕事をするのには好条件であることがわかった昔気を

よくしてエレラと相談のうえ8月のはじめに外業諭蘭

を作って所長に提出した.案としてはエクアドルの

北部中部および南部を対象として3つのルｰトを選

んで運転手つきでジｰプの借出しを願い出たわけである.

ところがジｰプは発注したばかりで年末にならなけれ

ば入荷し扱いのでそれまで別の計画を立ててくれぬか

といわれ当初の計画はたちまち変更を余儀なくされた.

このときほど自動車がほしいと思ったことは恋かった.

中古車をあさって町を歩き日本の価格の2～3倍して

いるのにどぎもをぬかれ所詮はかなわぬ夢と悟った次

第である.さて所長と相談の結果所員に結晶光学の

講義をすることになり当初予想もしていなかった講義

をせねばならぬ破目となったのであるカミ技師たちは皆

専門がちがうのだし皆新人なのだからこの際全員が

講義をしたらいいのではないかということで案がまとま

り次のような時間と教授の辞令が所長名で発せられた.

とにかく8月21目から講義がはじまったカ､全所員が

学生となり教授となるわけである.講義室は4階の

プリント作りをしたホテルの夜が今は放つかしい思い

出である｡この講義も外業のはし凄った亙0月頃から櫛

の樹がかけるように開店休業の状態になってしまった.

東部山脈への予察旅行バニヨス町で同行の.

エレラ教授

9月17日待望の偏光顕微鏡と薄片製作器具一式が日

本大使館に到着したという報告に接した.7月6目に

横浜で船積みされ8月6目グァヤギノレ港に到着した

この物I品が手許に入るまでに大へんな目時がかかったわ

けでその間こちらの所長はグァヤギノレに打電したり

電話したりのとくそくをしたわけである.それだけに

私のみならずエクアドノレの地質調査所技師たちのよろこ

びは大へんなものであった.即日モスケｰラが自分の

車を出してくれて荷物を引取ることができた.長旅に

もかかわらず荷物は完全に保たれて開国のうえ机上

に整備されその翌日から石工のエドフノレド少年(ユ5才)

カミ採用され私の指導をうけることに淀った.その目の

うちに薄片が1枚完成した.それはサントドミンゴ付

近の白亜紀層中の枕状熔岩の薄片であったが記念すべ

き労作といえよう.
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西部山脈への予察旅行オタバ口付近から

カヤンベ山(海抜5,789m)を望む�
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ところで顕微鏡も薄片製作器具もいずれはエクア

ドル政府機関に寄贈することになっているのであるが

キトｰ国立大学地質学教室と地質調査所の両方から寄

贈を要求され去就を決しかねて与謝を尋ねたところ

キトｰ国立大学には先日訪工した森本氏から寄贈ずみで

あるから今回は地質調査所という声が圧倒的に強く

大学教授を兼務しているエレラを説得して地質調査所

に寄贈する方針を決定した.その旨地質調査所長に報

告するとその翌日勧業省次官(今は大臣に怒ったが)

のフレｰレから鄭重な礼状が日本大使と私あてに送られ

てきてその手早さにおどろいたものである.

顕微鏡が到着してから私の講義は直接薄片の観察を

通じて行なうようになった.はじめのうちは珍しくも

あり干渉色の美しさに皆熱心であったが光学的方位

の決定正号結晶負号結晶2Vの測定ということに

なってくるとさすがに結晶光学に弱い連中はついてこ

られなくなって2人が残るだけとなった.私のエク

アドル滞在も余すところ8ヵ月であるしこの間に旅行

もあることであり長期にわたるわけにゆかぬ事庸もあ

って講義は急行列車そのものである.これもいたし

方ないこととはいえいつの間にか小数精鋭主義の方針

で進むことになってしまった.

(2)石工室

私はこちらに到着して早々地質調査所の倉庫をみせ

てもらって古物ではあるがカッタニと回転研磨盤の

あることを知った.調べてみるとアメリカのシカゴ

の工場で作られたもので20年ほど前の品物であるが

あまり使った形跡も匁く新品同様にしっかりしたもの

である.早速電気屋を呼んできて悪いところを修理

させ一階に電気の配線をして動かしてみた.予想以

上に調子がよい｡これ匁らいけると思って石工室の設

計をして一階に20m2ほどの石工室を獲得し棚でま

わりをかこって北側の窓際にカッタｰと回転研磨盤と

を中央に鉄盤とガラス盤用の机をおきさらに南側に

バルサム用の机を用意し日本からの備品の到着を待ち

石工の手配をしてその目のくるのを待ったのであるカミ

いよいよ品物が到着すると自分ながらよい設計であっ

たと思ったようなわけである.自分の小遣銭で商店か

ら水を入れる桶を4つ買ったり研磨用の布地を買った

リ配水用のホｰスを買ったリベニガラを用意したり

心楽しく毎目がすぎてゆく新しい品物を机上にならべ

てニコニコしていると所員が奥さんがくるのかとか

結婚するのかなど質問したものだ.

さて仕事をはじめてみると研磨面の状態はどうも気

に入らないしダイヤモンドカッタｰこ慣れている私に

は能率がわるくて何とも我慢が荏らずOTCAに酸化ク

ロムア1レミナマグネシア等の研磨材とダイヤモンド

カッタｰの月とを送ってくれるよう手紙をかいた.1

ヵ月後OKの返事に接したときは大へんうれしく生

き甲斐を感じたものである.

石工の技術指導は結晶光学の講義以上に苦手だった

何しろこちらは学生時代に北大の横田さんの作業を見よ

う見まねで習い覚えた程度なのであるから到底指導者

としての実力はないのだが今となってはすべて自分で

研究して指導の任につかねば荏らぬ｡苦労をした甲斐

があって今(12月)では石工室からエドワルドがで書上

った薄片を1目3枚ぐらい運んでくれるように松った｡

エドワ州ごが手に負えぬ岩石は私が石工室に出かけて

いっし麦に考えるようにしている也塞あ半年昆らずで

ここまで蓄たのは大成功といわねぱ匁らぬ期すでに薄

片も王｡o枚をこえおおいに役に立つたがそれに伴っ

て薄片侃格納箱の間顧が生じたがこれは手恋れたも

グ)で半目で設計を終って所長の同意を走てその貿の

うちに発注することができた.

オクバ日のインディオたち

太平洋岸サンロレンソ

ウの黒人部落�
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(2)LaP1就a鉱山

9月7目から1週間キトｰ市の西方130kmにある

LaP工ata鉱山の銅鉱床調査に出張した.この鉱山は20

年ほど前にアメリカのコトパクシ開発会杜が探鉱し坑

道が300mほどあり品位の高い當鉱部に当っているの

であるが交通不便のためそのまま放置され目下国

有の鉱山である.最近メキシコの鉱山会社がエクアド

ル政府と開発の契約をしたとかでメキシコ資本が投入

され再開されたものである.エクアドルそば数少ない

鉱山の1つであるがそのような事情で坑道のとりあ

けと掃除が終ったから見てくれぬかと所長のすすめで出

発したわけである.キトｰからトアチまでの100km

は舗装道路であるがその先はトアチ河にそって小道が

あり鉱1⊥1までの20kmは馬で進んだ.その道の悪さ

は想像を絶するひどいものであった.とにかく馬の是

がぬかるみにはまって馬の腹が路面にすれすれになる

のであるから鉱山に到着した時は人馬共に泥まみれで

あった.

調査中は鉱山長はじめ12名の従業員全員カミ人夫となっ

てついてくれたが祖にぶんにも旧坑であるので酸素不

足で大へんな苦労をした.下盤がスピライト上盤が

白亜紀のスレｰトでその間にはさまれた塊状の含銅硫

化鉄鉱鉱床が主体となり1都に鉱脈を伴っているもの

であることを確認し鉱床の型からいっても品位(Cu

1Oo6以上の部分カミ多い)の点からみてもきわめて有望と

判断し今後の坑道掘進に関する意見を具申した.帰

庁後50枚近くの薄片と研磨片とをつくって報告書の作製

にかかったが幸いu月20目にこの仕事宇完了し英

西2力国語の報告をかいて所長に提出した.スペイン

語へのほん訳は私の拙文をもとにして部屋の技師たち

が4人がかりで1章づつ担当してくれてその目のうち

に正しいスペイン語にたってしまった.ありがたいこ

とと思って技師たちをその日夕食に招待しにぎやかな

夜を過ごしたようなわけである.

日本から到着した{粛光顕微鏡

(4)備昆の購入計画

たしか8月の半ば頃かと思うが新設の地質調査所の

予算が決定した.備品購入費は約450万円でその額'

は小さい世帯としては大へん恵まれた数字だったと思わ

れる.そこで早速備最の購入計画がはじまった.国

'箏

石工室でバルサム焼付隷習中のオ1コスコ博士

㌫^

'新

出軸､

荷工室で作業中のエドワルド少年

LaP-ata鉱山の事務所

鉱山の従業員と番場技�
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連からの援助もあって備品費はかなり豊富のようでジ

ｰプ3台X線分光分析装置屈折率測定装置編光

顕微鏡とならべられて品定めの相談をうけた.そこで

私はアッペ0)用折計モノクロマｰタｰ10種の浸液

川レトマンのネットが必要であること在とを述べた.

最近ア.メリカからジｰブ1台入荷したが近く次々と

上記の物品は入荷することであろう.実験器具ばかり

入荷しても世界の学問のすうせいを知らたくてはなら枚

いと思い所長に交換図書の必要を説きまず手始めに昌

本の地質調査所にお願いしてみることをすすめ交換図

書要求の手紙をか一〕せたのはこの頃であった.エクア

ドル地質調査所からは交換すべき図書がないので所長

は大へん困ったようであったが日本の地質調査所は必

らず床えてくれるからこれを手始めに世界の地質調査

所にかくようにすすめた.日本の地質調査所から折か

えしOKの返事があって私も所長もホッとした次第

である.

(5)11月17日

払の43回目の誕生日がやってきた.いつもは忘れて

､五舳舳
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いるのだが外国に五人できているとこん匁ことが忘れ

られぬのが奇妙な心境である｡とこるでその前倶に

隣…3に坐っているオロスコに明日は私のコンブレァニヨ

スだからホテルでいっしょに長食をしようと話しておい

た,ホテルの主人にもその旨を伝えておいたが当目

の昼食には何とホテルのサｰビスで大害いデコレｰショ

ンケｰキに灯がともされホテルの主人夫妻も加わって

食堂0)中央で讃美歌をうたわれてし蒙った..私はどう

してよいかわからぬほどおどるいたがオロスコのすす

めで金一･たケｰキを役所に持参して所貞に配一･たら午

後§時から所長以下全員(20名)がホｰルに集合してビ

ｰノ(ブドｰ酒)で宇兇資会をしてくれたのには2度び一｡く

1)した次靖である,こおらでは饒シプレァニヨスは私

共員本人が考えている以上に大切放行事であることをは

じめて知った山をれにしてもはるか放る異国にあって

まわ1つの人命が工人グ朋本人のためぽ心からこうして

くれたことは涙の出るほどうれしいことであった昔お

そらく一生の記念と怒ることであろう｡この友情に応

走て残りわずか枚技術協力の期間をベストポ)くして

エクアドル国民に奉仕したいと心に誓った次第である､

(鍛制ま北海道支所)

LaPlate鉱川の.1=榔坑道(1坑･2坑)の坑内地質図(番場による)

LaPIata鉱111断面図(番場による)
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LaP工ata鉱山の1坑の塊状銅鉱石

筆者0)誕生同を祝うエクアドル地質調査所長のラ十ス(中央)一

左はしフランス人のオランジュ右はし番場技官�




